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論文内容の要 旨
目的: ポリープの臨床的，病理組織学的研究は極めて数多く報告されているが，組織化学的研究は
ほとんど報告されておらず胃ポりープの組織化学的特徴は不明と言える D 私は胃ポジープを組
織化学的に研究してその特徴をあきらかにすると共に，あわせて胃ポリープからの発癌の問題
についても何らかの解決の糸口を見出すことが出来はしないかと考え，この研究を行なった。
方法: 人体手術症例より胃ポリープ 49 例，ポリープ総数 110 個について次の如く分類した。
1 ，胃上皮型ポリープ LV，腺腫型ポリープ
n ，大腸上皮型ポりープ V ， 異型上皮型ポリープ
1 ，小腸上皮型ポリープ・ 日，癌ポリープ
上記分類の各群について組織化学的に検討するとともに， Haewatoxilin-Eosin 染色による切除胃
全般に亘る組織学的研究及び臨床的研究をも行なった。表 1 は私の行なった各種染色について，私達
の研究室で、得た種々の消化管上皮及び癌についての特徴を胃ポリープ上皮との比較のため参考までに
記載したものである。
表1.各種消化管上皮及び胃び胃癌の組織化学的特徴
脱素コハ水素グ酸酵 チトグロ ミトコン 酸性フォ フォスフ アルカリ ロイシン アノレシァ性フォス アミノベーム酸化 RNA スファタ ォアミダ ファター プチター一 PAS ンブルー酵素 ドリア ーゼ ーゼ ゼ ゼ 染色
胃上皮 3+ 3+ 3+ 3+ 3+ 3+ 3+ 
小腸上皮 4+ 4十 4+ 4+ 4+ 4十 4+ -"""'4+ 盃細胞 盃細胞3+ 3+ 
大腸上皮 1+ 1+ 1+ 1+ 1+ 一"""'1+ 3+ 3 十
E円目 癌 1+ 1+ 1+ 4"""'5十 3-5+ 4"""'5+ ー"'4+ l 十 -......,1+ 
註 胃上皮を基準 3+ とする。胃上皮ーは小腸上皮基準 4 +, 5 十きわめて強い， 4+ 強い，
1+ きわめて弱い，ー陰性
? ?? ?つ臼
成績:
1 ，胃上皮型ポリープ; 110個中 82 個を占める o 組織化学的には一般の胃上皮と大差を認めない0
1 大腸上皮型ポリープ; 2 個，形態的にも組織化学的にも大腸ポリープに極めて類似する D この
ポリープは文献的に記載がない。
1 ，小腸上皮ポリープ; 5 個，化生小腸上皮よりなる。組織化学的にも一般の化生小腸上皮と大差
を認めないD
N，腺腫型ポリープ; 9個，形態的にも組織化学的にも化生小腸上皮陰寓の細胞に近いと考えら
れる上皮からなる o
V ， 異型上皮型ポリープ: 5 個，極めて異型性の強い上皮からなり一見悪性を思わせるが浸潤，転
移を認めない点良性のポりープである。組織化学的には胃癌と全く同様
の特徴を示す。
VI，癌ポ リ ープ; 7 個，早期のものから浸潤の進んだものまであるが，総て腺癌で組織化学
的にも胃癌の特徴と全く一致する口
表 2. 各種ポリープの組織化学的特徴
アルカリ ロイシン脱素コハ水素グ敵酵 チト酸グロ ミトコシ 酸性フォ フアォスフ 性フォス アミノベ アルシア 1ーム化 RNA スファタ ォミタ PAS γブルー 1
酵素 ドリア ーゼ ーゼ ファター フチダー 染色ぜ ぜ
胃上皮型 3+ 3十 3十 3十 3+ 3十 一 3+ 
大腸上皮型 1'-""4+ 1'-""4+ 1'-""4十 1'-""4十 1"""'4+ 1,-...,3+ -，-...， 1 十 ー，-...，4+ 3十~ー 3十~
小腸上皮型 4十 4十 4十 4+ 4+ 4+ 4+ -'-""4+ 盃細胞 盃細胞 ! 3+ 3+ 
腺腫型 5+ 5+ 5+ 5+ 5+ 5+ -,-...,1+ 1 十 ー'-""1 十:
異型上皮型 1十 1+ 1+ 1 十 5十 5+ 一 -,-...,4+ 1+ -......,1+ 1I 
癌 1+ 1+ 1+ 1+ 5十 5+ 一'-""4+ 1+ ---1 + 
胃ポリープと胃癌の合併例が49例中15例あり，これ等の胃癌は潰湯辺縁早期癌 l 例，きわめて早期
の粘膜内癌 1 例を含み，すべてがポリープ原性とは言えない。ポリープ以外の胃粘膜には著明な慢性
胃炎像をみることが多い。
総括:
1. ポリープ状に増殖しでも上皮であり化生小腸上皮で、あれば特に組織化学的に異なる変化はみせ
ない。
2. 大腸上皮型ポリープの如き特種なポジープの存在が組織化学的に発見された。
3. 異型上皮型ポリープ上皮は組織化学的に胃癌と同様の特徴を示す。
4. ポリープに伴う胃癌のすべてがポリープ原性とは言えない。
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論文の審査結果の要旨
胃ポリープの組織化学的特徴はいまだ不明である。進藤は胃ポリープを組織化学的に研究し，その
特徴を知るとともに胃ポリープからの発癌の問題についても組織化学的な面からその解決をはからん
とした。
従来 adenomatous polyp として一括して論じられていた胃ポリープを上皮の種類によって 6 群に
分類し，大腸上皮型ポリープを上皮の種類によって 6 群に分類し，大腸上皮型ポ P ープ群として分類
した如き特種な胃ポりープ存在を組織化学的に発見した。一方異型上皮型ポ P ープ群として分類した
胃ポ P ープは悪性化の問題についてしばしば論議の対照となっているが，本群のポリープ上皮は種々
の組織化学的染色法で胃癌と全く同様の反応を示すことをあきらかにしたD さらにポリープを有する
需の他部粘膜からの発癌の問題等，胃癌と胃ポリープの関係について数々の新知見を得た。
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